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湿気で髪がうねっても、心はまっすぐに。

　

5
月
31
日
(
土
)
、
日
ノ
御
子
河
川
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
に
て
、
社
員
と
ご
家
族
を
対
象

と
し
た
社
内
Ｂ
Ｂ
Ｑ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
総
勢
52
名
が

参
加
し
、
青
空
の
下
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
有
志
の
社
員
で
組
織
す

る
「
な
ん
で
も
こ
い
会
」
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
垣
根
を
越
え
た
交
流
促
進
が
目
的
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ロ
ー
ス
や
カ
ル
ビ
、
豚
、

鶏
も
も
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
の
お
肉
と
持
ち

寄
っ
た
食
材
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
食

材
を
焼
く
中
で
社
員
の
家
族
同
士
の
交
流
も

自
然
と
生
ま
れ
、
和
や
か
で
温
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
に
ぎ

や
か
な
輪
の
中
で
は
、
お
子
さ
ん
た
ち
の
元

気
な
声
が
響
き
、
大
人
の
会
話
の
合
間
に
も

時
折
笑
い
が
巻
き
起
こ
る
な
ど
、
世
代
を
超

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
火
起
こ
し
や
食
材
の
準
備
を
分

担
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
参
加
者

が
力
を
合
わ
せ
て
各
々
が
出
来
る
こ
と
を
積

極
的
に
手
伝
っ
て
い
る
光
景
が
印
象
的
で
し

た
。
気
取
ら
な
い
場
だ
か
ら
こ
そ
垣
間
見
え

る
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
人
柄
の
温
か
さ
が

新緑の頃、日も長くなり活動量も増える季節、いか

がお過ごしでしょうか。

話題が趣味の話となると、小職は「庭そうじ」と答

えることに決めていますが、つまりは、坪庭に密生

する自生のクスノキやクロガネモチ、植栽したエゴ

ノキ、ドウダンツツジ、マサキやハナカイドウなど、

木々の時系列的な空間配置を演出することです。わ

び・さび、もののあわれを感じることで気分転換を

図り、明日への活力を日々養っています。

吉村執行役員の一言

　
2
0
2
5
年
1
〜
2
月
は
例
年
よ
り

も
低
温
で
少
雨
で
あ
っ
た
た
め
萌
芽
や

開
花
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
ブ
ド
ウ
は
休

眠
期
を
経
て
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に

樹
液
流
動
を
開
始
し
て
活
動
を
始
め
ま

す
が
、
温
暖
化
の
影
響
で
落
葉
は
年
末

に
な
り
、
年
明
け
の
低
温
で
有
効
積
算

温
度
を
稼
げ
な
か
っ
た
こ
と
が
今
年
の

ブ
ド
ウ
の
品
質
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す

る
の
か
現
時
点
で
は
想
像
が
で
き
ま
せ

ん
。
5
月
に
な
り
降
雨
と
気
温
が
上

が
っ
て
き
た
お
蔭
で
、
漸
く
例
年
に
追

い
付
き
そ
う
な
生
育
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
5
月
末
に
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
品

種
が
開
花
し
、
結
実
し
て
マ
ッ
チ
か
ら

小
豆
大
ほ
ど
の
粒
の
大
き
さ
に
な
り
ま

し
た
。
早
い
品
種
で
は
、
よ
さ
こ
い
祭

の
開
催
と
同
時
に
収
穫
が
始
ま
り
ま

す
。
今
年
も
真
剣
に
楽
し
み
な
が
ら
ワ

イ
ン
作
り
に
向
き
合
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

井上のお石灰な話 INOUE の思い出 編

　 ‐ 　在職時の思い出や覚えていらっしゃることを教えてください　 ‐

感
じ
ら
れ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
社
員
同
士
が
つ
な
が
り
、
支
え
合
え
る

関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「 

ち
っ
く
と 

」

私は、 主人が仁井田の工場長だったので、 棚がびっしり並んだ仁井田

の風景を思い出します。 昔は天日乾燥で、 自然乾燥でした。 天気が良

くて風が良かったら乾燥率が上がって早く乾くということで、 風通しの良

い広い敷地が必要でした。 乾燥機で乾かしたのと天日で乾かしたのとで

は、 天日で乾かした方がふわふわして嵩も高いし、 それでないといか

んというお得意さんもいらっしゃいました。

（昭和 46 ～ 52 年在職　山本　文子さん談）
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そ
の
カ
ツ
オ
、
ち
っ
く
と
く
れ
ん
？

土
佐
の
方
言
紹
介

【
意
味
】
少
し
、
ち
ょ
っ
と

【
説

明
】
高

知

県

民

が
日

常

的

に
使

う

「
ち
ょ
っ
と
」
の
意
味
の
方
言
で
す
。
柔
ら

か
い
響
き
で
、
相
手
に
不
快
感
を
与
え
る

こ
と
な
く
や
ん
わ
り
と
伝
え
る
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
あ
り
ま
す
。

【
使
い
方
】
「
ち
っ
く
と
待
ち
よ
っ
て
よ
」
(
少

し
待
っ
て
て
ね
)
な
ど
、
高
知
県
民
の
会

話
の
中
に
は
、
良
く
使
用
さ
れ
ま
す
。
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